
広報やぶ　２００４年6月5

和田悦男会長（三宅）

　

四
月
二
十
二
日
に
養
父
市
仮

議
事
堂（
旧
大
谷
小
学
校
体
育

館
）で
行
わ
れ
た
第
一
回
養
父

市
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て

役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
会
長
に

和
田
悦
男
さ
ん（
三
宅
）が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

養
父
市
農
業
委
員
会
の
役
員

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
役
員
構
成
】　
（
敬
称
略
）

会
長
＝
和
田
悦
男（
三
宅
）、会

長
職
務
代
理
者
＝
加
藤
勸（
八

鹿
町
伊
佐
）、農
地
部
会
長
＝
井

上
春
巳（
稲
津
）、農
政
部
会
長

＝
石
田
齊（
大
屋
町
宮
本
）、農

地
部
会
長
職
務
代
理
者
＝
井
原

爲
之（
大
屋
町
中
間
）、農
政
部

会
長
職
務
代
理
者
＝
齋
藤
節
夫

（
八
鹿
町
上
小
田
）

標標
高高
１１
００
００
００
㍍㍍
のの

尾尾
根根
をを
歩歩
くく

　

五
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
妙

見
山
か
ら
蘇
武
岳
を
経
て
三
川
山
に

至
る
約
三
十
二
㌔
㍍
を
歩
く「
第
十

五
回
但
馬
中
央
山
脈
縦
走
大
会
」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
幼
児
か
ら
八
十
一
歳
の

お
年
寄
り
ま
で
、
市
内
や
但
馬
、
さ

ら
に
は
近
畿
一
円
よ
り
百
七
十
一
人

が
参
加
。
名
草
神
社
三
重
の
塔
前
で

出
発
式
が
行
わ
れ
、
全
員
が「
が
ん
ば

る
ぞ
、オ
ー
！
」の
掛
け
声
を
発
し
た

後
、
健
脚
コ
ー
ス
と
自
然
観
察
コ
ー

ス
に
分
か
れ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

金
山
峠
か
ら
は
、
登
山
道
コ
ー
ス

と
林
道
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
蘇
武
岳

頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
蘇
武
岳
頂

上
で
ほ
っ
と
一
息
つ
い
た
後
、
最
後

の
難
関
、
奥
神
鍋
ゲ
レ
ン
デ
を
下
り

参
加
者
は
午
後
四
時
頃
日
高
町
山
田

に
到
着
。
夕
食
を
兼
ね
た
交
流
会
で

は
、
ス
タ
ッ
フ
が
揚
げ
た
山
菜
の
天

ぷ
ら
を
囲
ん
で
、
今
日
の
出
来
事
に

話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
三
川
山
山
頂
で
記
念
写
真

を
撮
っ
た
後
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
や
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
が
咲
く
山
道
を
下
山
。
午
後

二
時
頃
、
全
員
無
事
に
ゴ
ー
ル
の
三

川
権
現
に
到
着
し
、
二
日
間
の
行
程

を
終
え
ま
し
た
。

第 15 回但馬中央山脈
縦 走 大 会

氷氷
ノノ
山山
・・
鉢鉢
伏伏
山山
のの

夏夏
山山
開開
きき
もも

　

五
月
三
日
、
ハ
チ
高
原
で
地
元
の

観
光
関
係
者
と
ハ
チ
高
原
を
訪
れ
た

観
光
客
約
七
十
人
が
参
加
し
て
氷
ノ

山
・
鉢
伏
山
の
夏
山
開
き
が
行
わ
れ
、

夏
山
シ
ー
ズ
ン
の
安
全
と
多
く
の
入

山
者
が
訪
れ
る
よ
う
夏
山
繁
栄
の
祈

願
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
体

験
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
自
然

豊
か
な
ハ
チ
高
原
を
利
用
し
た
催
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
四
日
に
は
六
回
目
と
な
る
氷
ノ

山
・
鉢
伏
山
新
緑
登
山
大
会
（
同
実

行
委
員
会
主
催
）
を
開
催
。
兵
庫
県

の
最
高
峰
・
氷
ノ
山（
標
高
一
五
一
○

㍍
）を
め
ざ
す
健
脚
向
き
の「
イ
ヌ
ワ

シ
コ
ー
ス
」と
鉢
伏
山
か
ら
東
鉢
伏

を
回
る
登
山
初
心
者
向
き
の「
か
め

コ
ー
ス
」「
う
さ
ぎ
コ
ー
ス
」に
市
内

外
か
ら
参
加
し
た
約
九
十
七
人
が
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
に
見
舞

わ
れ
足
元
と
視
界
の
悪
い
中
で
の
登

山
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
登

山
装
備
を
身
に
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ペ
ー
ス
で
新
緑
の
美
し
い
大
自
然
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

下
山
後
に
は
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
を

食
べ
な
が
ら
、
登
山
の
感
想
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

第6回氷ノ山・鉢伏山
新 緑 登 山 大 会

新緑の映える大自然を満喫

▲

名
草
神
社
三
重
の
塔
前
か
ら
ス
タ
ー
ト

装備を整えハチ高原を出発する参加者

養
父
市
農
業
委
員
会
の

役
員
体
制
決
ま
る

会
長
に
和
田
悦
男
氏




